
令和５年度全国統一防火標語

たかつき消防団だより

令和５年６月15日

発　　行
高槻市桃園町4番30号
高 槻 市 消 防 団
電話　674－7980

「火を消して
　　　不安を消して
　　　　つなぐ未来」

第　67　号

　

令
和
5
年
1
月
8
日
、
高

槻
市
消
防
出
初
式
に
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま

れ
御
来
賓
の
方
々
、
大
勢
の

市
民
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
る

中
、
消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に

分
列
行
進
の
入
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
私
は
一
斉
放
水
の
筒

先
補
助
の
役
割
を
担
い
ま
し

た
。
会
場
に
は
高
槻
市
各
分

団
か
ら
消
防
車
が
集
ま
り
、

個
々
そ
れ
ぞ
れ
放
水
の
準
備

を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
緊

張
感
と
高
揚
感
の
中
、
副
団

長
の
「
放
水
始
め
！
」
の
合

図
に
合
わ
せ
レ
バ
ー
を
引
き

放
水
。
勢
い
よ
く
水
が
噴
き

上
が
り
ま
し
た
、
成
功
。
そ

の
安
堵
も
束
の
間
手
に
持
つ

筒
先
が
強
い
力
で
動
こ
う
と

し
ま
す
。
そ
の
水
圧
は
凄
ま

じ
く
、
渾
身
の
力
を
込
め
意

識
を
集
中
さ
せ
筒
先
の
角
度

の
保
持
に
努
め
ま
し
た
。
目

指
す
は
美
し
く
揃
っ
た
水
の

放
物
線
。
見
学
に
訪
れ
て
い

る
沢
山
の
市
民
の
方
々
、
そ

し
て
子
供
達
に
綺
麗
な
放
水

を
見
て
も
ら
い
た
い
と
願
い

自
分
の
役
割
を
懸
命
に
努
め

ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
度
一
斉
放
水

を
一
緒
に
行
っ
た
指
揮
者
、

機
関
員
、
筒
先
員
、
さ
ら
に

は
御
指
導
い
た
だ
い
た
消
防

本
部
、
分
団
の
方
々
に
は
本

当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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淀
川
河
川
敷
　
鵜
殿
の
ヨ
シ
原
焼
き

消
防
士
を
志
し
て

総
合
防
災
訓
練

フ
ェ
ス
で
の
防
災

物
品
等
の
展
示

令
和
4
年
度

消
防
団
主
力
機
械

特
別
点
検
実
施

結
果
に
つ
い
て

令
和
5
年
消
防
出
初
式

　

ヨ
シ
原
焼
き
は
、
例
年
２

月
下
旬
頃
に
実
施
さ
れ
る
の

で
す
が
、
今
年
は
天
候
の
影

響
で
3
月
12
日
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
ヨ
シ
の
点
火
は

上
牧
実
行
組
合
と
道
鵜
の
ヨ

シ
原
保
存
会
の
方
た
ち
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
、
五
領
分
団

は
、
点
火
時
の
安
全
確
保
と

点
火
終
了
後
の
残
火
処
理
、

私
は
上
流
側
上
牧
区
域
の
点

火
及
び
残
火
処
理
の
警
備
責

任
者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

ヨ
シ
原
焼
き
の
区
域
内
は
、

約
２
週
間
晴
天
が
続
き
大
変

よ
く
乾
い
て
い
ま
し
た
。｠
｠
｠

｠

９
時
に
な
り
点
火
が
始
ま

り
最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
ヨ
シ

は
燃
え
始
め
ま
し
た
。
区
域

内
の
半
ば
く
ら
い
か
ら
ヨ
シ

が
乾
燥
し
て
い
た
の
と
、
風

と
燃
え
る
際
の
上
昇
気
流
も

手
伝
っ
て
か
、
例
年
以
上
に

勢
い
よ
く
燃
え
始
め
、
点
火

作
業
は
無
事
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
ヨ
シ
原
焼
き
の

区
域
以
外
へ
延
焼
し
な
い
よ

う
に
ヨ
シ
が
短
く
刈
り
込
ん

で
あ
る
防
火
帯
が
あ
る
の
で

す
が
、
こ
の
区
域
内
で
残
火

処
理
の
担
当
者
全
員
で
消
火

水
の
う
な
ど
を
使
用
し
、
残

火
処
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

怪
我
人
も
な
く
無
事
に
終
え

た
事
は
幸
い
で
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
経
験
を
ど

ん
な
状
況
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
ヨ
シ
原

焼
き
や
消
防
団
活
動
に
活
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
槻
市
全
域
大
防
災
訓
練

の
最
終
日
、
令
和
5
年
1
月

29
日
に
安
満
遺
跡
公
園
に
て

実
施
さ
れ
た
「
総
合
防
災
訓

練
フ
ェ
ス
」
に
出
展
。
コ
ロ

ナ
感
染
の
懸
念
か
ら
災
害
時

に
避
難
所
へ
行
か
な
い
在
宅

避
難
が
注
目
さ
れ
て
い
る
事

を
考
え
、
防
災
用
品
以
外
に

も
普
通
の
カ
ッ
プ
麺
を
常
温

水
で
調
理
可
能
な
商
品
が
あ

る
事
な
ど
も
展
示
。
エ
リ
ア

全
体
盛
況
で
団
の
展
示
に
も

沢
山
の
方
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
自
治
会
で
の
備
蓄
を
検

討
し
て
い
る
が
、
何
が
あ
る

と
良
い
？
」
と
質
問
を
受
け

迷
い
ま
し
た
。
断
定
は
せ
ず
、

水
や
食
品
は
各
家
庭
で
の
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
薦
め
、

見
落
と
さ
れ
が
ち
な
ト
イ
レ

の
備
え
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
入
団
前
、
発
災

直
後
水
が
使
え
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
下
水
管
等
の
被
害

状
況
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
は

水
洗
ト
イ
レ
の
使
用
を
し
て

は
い
け
な
い
事
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
伝
え
た
い
気
持

ち
が
大
き
い
か
も
し
れ
な
い

で
す
。

　

今
回
、
御
来
場
い
た
だ
い

た
方
の
参
考
に

な
れ
ば
と
思
う

と
共
に
、
私
自

身
が
も
っ
と
防

災
に
つ
い
て
知

っ
て
お
き
た
い

と
改
め
て
感
じ
、

ま
だ
ま
だ
微
力

で
す
が
今
後
も

消
防
団
活
動
を

頑
張
り
ま
す
。

１
実
施
日
時

　

令
和
4
年
11
月
27
日（
日
）

　

9
時
00
分
〜
11
時
45
分

２
実
施
場
所

　

消
防
本
部
、
阿
武
野
出
張

　

所
、
磐
手
分
署
、
樫
田
農

　

協
加
工
場
駐
車
場

３
実
施
台
数

（
1
）消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　
　

2
台

（
2
）消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ　

53
台

（
3
）消
防
ポ
ン
プ
積
載
車　
　

47
台

4
実
施
結
果

（
1
）消
防
ポ
ン
プ
関
係　
　
　

良
好

（
2
）防
災
資
機
材
関
係

　
　

投
光
器
点
灯　
　
　
　
　

不
良

　
　

筒
先
の
固
定　
　
　
　
　

不
良

　
　

計
２
件

＊
二
重
固
定
の
再
徹
底
の
依
頼

（
３
）無
線
機
関
係　
　
　
　
　

良
好

総　

括

　

点
検
・
整
備
に
つ
い
て
は

概
ね
で
き
て
い
る
事
は
確
認

で
き
ま
し
た
。

　

普
段
訓
練
な
ど
で
使
う
こ

と
の
少
な
い
投
光
器
の
不
良

は
実
際
の
夜
間
活
動
の
際
に

は
大
き
な
支
障
を
受
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
発
電
機

と
同
じ
く
日
頃
の
訓
練
時
に

動
作
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
車
両
の
駐
車
時
の
車

輪
止
め
を
し
て
い
な
い
車
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
徹
底

す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

乗
る
距
離
の
少
な
い
消
防
車
、

ポ
ン
プ
で
す
が
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
、
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト

は
6
か
月
に
1
度
く
ら
い
は

交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

エ
ン
ジ
ン
の
長
持
ち
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
は
高
槻
市
の
消
防
士
と

し
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
は
消
防
団
に
入
団
す

る
前
か
ら
消
防
士
を
目
指
し

て
お
り
、
高
槻
市
消
防
の
試

験
に
も
、
何
度
か
挑
戦
し
て

い
ま
す
が
、
力
不
足
に
よ
り
、

合
格
す
る
事
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
母
か
ら

「
消
防
団
に
入
団
し
て
経
験

を
積
ん
で
み
て
は
。
」
と
助

言
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
に

入
団
し
、
実
際
に
ポ
ン
プ
操

作
等
の
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

う
事
で
私
自
身
も
成
長
で
き

る
と
考
え
、
入
団
す
る
事
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

西
面
班
で
の
毎
月
の
放
水

訓
練
や
、
富
田
分
団
の
ポ
ン

プ
車
操
法
の
見
学
、
火
災
予

防
巡
回
等
に
参
加
し
た
事
で
、

消
防
団
も
地
域
の
人
々
の
安

心
安
全
の
た
め
に
一
翼
を
担

っ
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

消
防
団
で
の
知
識
や
経
験
を

積
ま
せ
て
も
ら
う
事
で
、
私

自
身
が
目
指
し
て
い
る
高
槻

市
の
消
防
士
に
な
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
箇
牧
分
団
　
西
面
班
　
団
員
　

西
川
　
佳
偉
斗

樫
田
分
団
　
田
能
班
　
団
員
　

松
本
　
圭
嗣

五
領
分
団
　
上
牧
班
　
班
長
　

岩
本
　
光
弘

団
本
部
　
団
員
　
　

白
石
　
知
世

団
本
部
　
副
団
長
　

田
中
　
義
仁
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・
永
年
勤
続
功
労
章

　

日
下
部
道
雄
（
磐
手
分
団
本
部
）

・
消
防
勤
続
功
労
章

　

伊
藤　

昭
久
（
五
領
分
団
本
部
）

　

岸
田　

昌
範
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

前
田　

浩
治
（
大
冠
分
団
本
部
）

　

二
神　

義
治
（
三
箇
牧
分
団
本
部
）

　

岡
島　
　

宏
（
富
田
分
団
本
部
）

・
消
防
功
労
章

　

塩
見　

友
明
（
芥
川
分
団
本
部
）

　

西
本　
　

章
（
萩
之
庄
班
）

　

南
本　

直
喜
（
梶
原
南
班
）

　

田
中　

雄
一
（
山

手

班
）

　

日
野　

建
次
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

髙
谷　

貞
勝
（
氷

室

班
）

　

寺
川　

考
之
（
土

室

班
）

　

横
山　

和
浩
（
西
之
川
原
班
）

　

向
井　

幸
弘
（
宮
之
川
原
班
）

　

髙
科　

久
雄
（
如
是
分
団
本
部
）

　

川
端　

正
彦
（
庄

所

班
）

　

井
上　

敬
之
（
富
田
分
団
）

・
精
績
章

　

佐
藤　

武
彦
（
団　

本　

部
）

・
勤
続
章

　

奥　
　

正
雄
（
団　

本　

部
）

　

寺
本　

幸
司
（
団　

本　

部
）

　

高
野　

真
幸
（
芥
川
分
団
本
部
）

　

奥
田　

義
浩
（
萩
之
庄
班
）

　

樋
口　
　

眞
（
磐
手
分
団
本
部
）

　

𠮷
田　

博
道
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

川
上　

将
弘
（
塚

脇

班
）

　

岸
田　

達
治
（
冠　
　
　
　

班
）

　

奥
野　

禎
久
（
大

塚

班
）

　

北
島　

弘
之
（
芝

生

班
）

　

上
塲　
　

諭
（
庄

所

班
）

・
永
年
勤
続
章

　

中
野　

勝
也
（
道

鵜

班
）

　

舩
本　

里
治
（
梶

原

班
）

　

辻　
　

清
明
（
安

満

班
）

　

宗
友　

慎
治
（
別

所

班
）

　

久
保　

秀
信
（
成

合

班
）

　

波
羅　

富
春
（
塚

原

班
）

団
本
部

　

副
団
長　
　

川
上　

敏
弘

団
本
部

　

班　

長　
　

久
野　

京
子

　

班　

長　
　

梅
岡　

清
美

五
領
分
団

　

班　

長　
　

田
中　
　

薫

　

班　

長　
　

西
川　

博
則

　

班　

長　
　

河
野　

哲
也

磐
手
分
団

　

班　

長　
　

井
上　

重
和

　

こ
の
度
、
磐
手
分
団
安
満

班
に
お
き
ま
し
て
、
消
防
ポ

ン
プ
車
格
納
庫
・
消
防
ポ
ン

プ
積
載
車
・
可
搬
式
消
防
小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
三
点
を
建

て
替
え
及
び
更
新
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
前
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載

車
は
、
防
災
資
機
材
の
積
載

が
少
な
く
、
昨
今
の
異
常
気

象
等
に
よ
り
、
火
災
だ
け
で

は
な
く
風
水
害
へ
の
対
応
も

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
、

そ
の
対
応
が
迅
速
に
は
行
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
更
新
し
た

ポ
ン
プ
積
載
車
は
、
こ
れ
ら

の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
な
り
、
安
満
班
団

員
全
て
が
今
一
度
、
市
民
の

方
々
の
生
命
・
財
産
を
守
れ

る
よ
う
、
日
々
の
訓
練
に
精

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
度
の
更
新

に
あ
た
り
本
部
の
消
防
団
チ

ー
ム
の
皆
様
に
は
、
手
続
き

表
　
彰

消
防
庁
長
官
表
彰

大
阪
府
知
事
表
彰

消
防
団
長
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

大
阪
府
消
防
協
会
長
表
彰

昇
　
　
任
　
　
者

機 

能 

別 

入 

団 

者

入
　
　
団
　
　
者

退
　
　
団
　
　
者

人
事
異
動

施
設
強
化
補
助
金

磐
手
分
団
　
安
満
班
　

班
長
　
福
岡
　
博
典

清
水
分
団
　
分
団
本
部

部
長
　
早
栗
　
丈
央

等
に
あ
た
り
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
宮
之
川
原
班
で

は
消
防
ホ
ー
ス
乾
燥
台
に
巻

上
げ
ウ
ィ
ン
チ
設
置
と
ポ
ー

ル
塗
装
を
行
い
ま
し
た
。
幸

い
、
我
々
の
班
に
は
塗
装
、

ウ
ィ
ン
チ
設
置
の
作
業
に
携

わ
る
団
員
が
お
り
、
施
工
経

過
を
自
分
達
の
目
で
確
認
し
、

特
に
ポ
ー
ル
頂
上
部
の
塗
装

の
傷
み
は
酷
く
、
下
か
ら
の

目
視
だ
け
で
は
気
付
け
な
い

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
も
経
年
劣
化
が
み

ら
れ
、
こ
の
機
会
に
更
新
で

き
た
こ
と
で
安
全
か
つ
迅
速

に
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

団
員
一
同
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
ポ
ン
プ
格
納
庫

の
改
修
工
事
を
行
い
消
防
ホ

ー
ス
乾
燥
台
を
新
し
く
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
々
あ
っ
た
火
の
見
櫓
が
劣

化
の
た
め
傾
い
て
い
た
の
で
、

毎
月
行
う
班
長
会
議
の
話
し

合
い
の
中
で
現
在
設
置
さ
れ

て
い
る
乾
燥
台
が
も
し
転
倒

す
れ
ば
、
隣
接
す
る
公
園
や

民
家
に
大
き
な
被
害
が
及
ぶ

可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
解

体
す
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
話
を
大
冠
分
団
幹
部

の
方
に
相
談
し
た
所
、
新
し

く
す
る
に
あ
た
り
消
防
施
設

強
化
補
助
金
を
使
え
る
よ
う

に
指
示
し
て
も
ら
い
、
申
請

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
消
防
本
部
警

防
課
の
方
々
の
指
導
の
も
と

手
続
き
か
ら
設
置
ま
で
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
ま
し
た
。

　

大
冠
分
団
幹
部
の
方
々
ま

た
、
警
防
課
の
皆
様
に
は
大

変
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た

地
元
住
民
の
方
と
団
員
と
の

信
頼
関
係
も
築
け
、
こ
れ
か

ら
も
大
塚
班
団
員
皆
で
消
防

団
活
動
に
励
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

岸
田　

元
宏
（
塚

原

班
）

　

山
本　

利
昭
（
奈
佐
原
班
）

　

井
上　

和
也
（
霊
仙
寺
班
）

　

平
井　

修
隆
（
如
是
分
団
本
部
）

　

藤
井　

治
輝
（
東
五
百
住
班
）

　

好
田　

裕
彦
（
西
五
百
住
班
）

　

今
井　

壽
司
（
大

畑

班
）

　

才
本　

真
也
（
唐

崎

班
）

　

木
村　

道
明
（
田

能

班
）

　

石
田　

聡
志
（
田

能

班
）

・
勤
続
章

　

中
田　

茂
晴
（
高
槻
分
団
）

　

臼
井　

秀
典
（
芥
川
分
団
）

　

塚
本　
　

潤
（
萩
之
庄
班
）

　

南
本　

純
治
（
梶
原
南
班
）

　

辻　
　

清
明
（
安

満

班
）

　

池
下　

志
郎
（
山

手

班
）

　

馬
場　

慎
一
（
古
曽
部
班
）

　

髙
谷　

貞
勝
（
氷

室

班
）

　

寺
川　

考
之
（
土

室

班
）

　

久
保
賀
津
也
（
赤
大
路
班
）

　

向
井　

幸
弘
（
西
之
川
原
班
）

　

温
井　

功
一
（
原　
　
　
　

班
）

　

三
木　

明
夫
（
真

上

班
）

　

宮
本　

正
巳
（
野　

田　

班
）

　

長
束　

重
志
（
大

塚

班
）

　

中
脇　

卓
也
（
芝

生

班
）

　

岸
田　

祐
和
（
東
五
百
住
班
）

　

中
内　

卓
次
（
三
箇
牧
分
団
本
部
）

　

八
木　

隆
志
（
富
田
分
団
）

　

井
上　

敬
之
（
富
田
分
団
）

・
勤
功
章

　

辻
野　

知
宏
（
高
槻
分
団
）

　

田
中　

義
大
（
芥
川
分
団
）

　

岩
本　

光
弘
（
上

牧

班
）

　

平
城　

晃
一
（
道

鵜

班
）

　

池
下　
　

卓
（
山

手

班
）

　

深
海　

和
成
（
別

所

班
）

　

𦚰
田　

義
之
（
古
曽
部
班
）

　

田
中　

治
之
（
奈
佐
原
班
）

　

宮
本　

俊
彦
（
岡

本

班
）

　

織　
　

久
寛
（
西
之
川
原
班
）

　

入
江　

英
彰
（
宮
之
川
原
班
）

　

古
藤　

友
一
（
大
蔵
司
班
）

　

川
端
孝
一
郎
（
下
田
部
班
）

　

木
村　
　

弥
（
冠　
　
　
　

班
）

　

髙
科　

久
雄
（
如
是
分
団
本
部
）

　

松
田　

功
次
（
芝

生

班
）

　

田
淵　

晴
喜
（
三
島
江
班
）

　

笹
井　

仁
志
（
富
田
分
団
）

　

畑
山　

健
児
（
樫
田
分
団
本
部
）

・
精
勤
章

　

橋
本　

和
幸
（
高
槻
分
団
）

　

田
中　

奨
之
（
芥
川
分
団
）

　

西
谷　

保
則
（
梶

原

班
）

　

平
城　

勝
彦
（
道

鵜

班
）

　

和
久
田
雅
彦
（
安

満

班
）

　

岩　
　

貴
弘
（
成

合

班
）

　

久
保　

裕
之
（
成

合

班
）

　

田
中　

秀
和
（
氷

室

班
）

　

上
田　

成
幸
（
宮

田

班
）

　

奥
野　
　

浩
（
原　
　
　
　

班
）

　

山
本　

英
喜
（
浦

堂

班
）

　

段
野　
　

渉
（
塚

脇

班
）

　

宮
本　

英
稔
（
野

田

班
）

　

河
村　

雅
生
（
大

塚

班
）

　

森　
　

憲
夫
（
冠　
　
　
　

班
）

　

𠮷
田　

泰
浩
（
庄

所

班
）

　

岩
﨑　

辰
也
（
唐

崎

班
）

　

宇
佐
美
秀
明
（
西

面

班
）

　

水
眞　
　

潔
（
柱

本

班
）

　

長
尾　

祐
貴
（
富
田
分
団
）

　

佐
藤　

央
巳
（
中

畑

班
）

　
・
精
績
章
２
号
表
彰

　

岩
本　

光
弘
（
上

牧

班
）

　

田
中　

雄
一
（
山

手

班
）

　

日
野　

建
次
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

段
野　
　

渉
（
塚

脇

班
）

　

松
本　

哲
雄
（
辻

子

班
）

　

髙
田　

裕
士
（
西

面

班
）

　

笹
井　

仁
志
（
富
田
分
団
）

　

班　

長　
　

日
下
部　

暁

阿
武
野
分
団

　

班　

長　
　

岸
田　

勝
彦

　

班　

長　
　

田
中　

治
之

　

班　

長　
　

大
川　

信
康

清
水
分
団

　

分
団
長　
　

氏
原　

健
司

　

部　

長　
　

早
栗　

丈
央

　

班　

長　
　

川
上　

順
平

如
是
分
団

　

班　

長　
　

有
木　

智
和

三
箇
牧
分
団

　

班　

長　
　

赤
木　

大
介

樫
田
分
団

　

班　

長　
　

木
村　

憲
司

　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
付

磐
手
分
団

　

安
満
班　
　

高
木　
　

彰

　

山
手
班　
　

廣
橋　

孝
之

　

山
手
班　
　

竹
中　
　

駿

　

古
曽
部
班　

壽　
　

夢
大

　

古
曽
部
班　

壽　
　

啓
大

　

川
久
保
班　

村
﨑　

修
生

　

川
久
保
班　

村
﨑　

克
樹

清
水
分
団

　

原
班　
　
　

一
ツ
石
英
児

三
箇
牧
分
団

　

唐
崎
班　
　

松
本
幸
太
郎

　

三
島
江
班　

中
濵　

淳
司

　

三
島
江
班　

中
野　

泰
男

樫
田
分
団

　

田
能
班　
　

田
中　

俊
行

　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
付

阿
武
野
分
団

　
　
　
　
　
　

田
中　

克
自

清
水
分
団

　
　
　
　
　
　

中
谷　
　

弥

大
冠
分
団

　
　
　
　
　
　

大
西　

英
夫

　
　
　
　
　
　

髙
島　

隆
男

三
箇
牧
分
団

　
　
　
　
　
　
　

内　
　

夫

　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
付

清
水
分
団

西
之
川
原
班　

甲
田　

智
久

　
　

令
和
５
年
３
月
23
日
付

団
本
部

　
　
　
　
　
　

奥　
　

正
雄

芥
川
分
団

　

機
能
別　
　

若
谷　

俊
之

　

機
能
別　
　

窪
田　

秀
憲

五
領
分
団

　

分
団
本
部　

集　
　

善
一

磐
手
分
団

　

山
手
班　
　

松
尾　

隆
廣

　

成
合
班　
　

久
保　

秀
信

阿
武
野
分
団

　

氷
室
班　
　

田
中　

克
自

清
水
分
団

　
宮
之
川
原
班　

中
谷　
　

弥

　

原
班　
　
　

平
野　

和
彦

大
冠
分
団

　

野
田
班　
　

大
西　

英
夫

　

下
田
部
班　

髙
島　

隆
男

三
箇
牧
分
団

　

唐
崎
班　
　
　

内　
　

夫

樫
田
分
団

　

機
能
別　
　

北
島　
　

悟

　
　

令
和
５
年
３
月
31
日
付

五
領
分
団

　

分
団
本
部　

南
本　

清
忠

　

機
能
別　
　

南
本　

清
治

　

梶
原
南
班　

南
本　

純
治

　

梶
原
南
班　

南
本　

忠
則

　

梶
原
南
班　

出
口　
　

誠

　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
付

大
冠
分
団

　

大
塚
班　
　

加
門　
　

誠

　
　

令
和
５
年
５
月
15
日
付

大
冠
分
団
　
大
塚
班

班
長
　
河
村
　
雅
生

　

当
地
区
の
自
治
会
館
の
建

て
替
え
に
伴
い
、
格
納
庫
を

同
時
に
建
て
替
え
ま
す
と
言

わ
れ
た
の
が
始
ま
り
に
な
り

ま
し
た
。
補
助
金
の
申
請
で
、

会
館
と
接
合
し
た
建
て
方
の

為
、
事
業
計
画
の
策
定
は
消

防
本
部
、
施
工
業
者
、
自
治

組
合
及
び
当
班
と
の
綿
密
な

話
し
合
い
の
末
、
補
助
金
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
事
例
の

な
い
建
て
方
の
申
請
で
関
係

各
位
に
非
常
に
苦
労
を
お
掛

け
し
た
事
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
格
納
庫
は
照
明
が
全
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
り
、
夜
間
の
作

業
が
格
段
に
進
歩
し
災
害
に

も
、
よ
り
柔
軟
に
対
応
で
き

る
構
造
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
活
動
は
飛
躍
的
に

進
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
今

後
の
消
防
団
活
動
に
も
大
き

な
力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
建
て
替
え
を
行
っ
て
本

当
に
満
足
し
て
お
り
ま
す
。

如
是
分
団
　
津
之
江
班

班
長
　
北
島
　
泰
介

安
　
満
　
班

大
　
塚
　
班

宮
之
川
原
班

津
之
江
班
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